
愛野公園から市内を一望する。愛野公園から市内を一望する。
　青く透き通った冬空の下、「愛の鐘」のある愛野公園から市内を一望しました。　青く透き通った冬空の下、「愛の鐘」のある愛野公園から市内を一望しました。

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp

ソイインキ（大豆油インキ）を
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２月１日 

2
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ
・
意
見
書 

ほ
か 

　
風
花
舞
う
寒
さ
、昨
年

に
次
ぐ
派
遣
村
、政
権
交

代
後
初
の
新
年
度
予
算

編
成
、こ
う
し
た
な
か
で

2
0
1
0
年
代
最
初
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
に
直
結
す
る

最
も
身
近
な
市
政
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
、

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議

員
・
議
会
の
役
割
や
責
任

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
思
い
が
伝

わ
る
よ
う
広
報
し
て
い

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

【場　所】
市役所5階議場または各委員会室

【時　間】
午前9時から

【日　程】＜2月定例会＞
2月23日（火） 開会、議案の説明

3月  2日（火） 市政に対する一般質問

3日（水） 市政に対する一般質問

4日（木） 市政に対する一般質問

8日（月） 議案の審査（常任委員会）

9日（火） 議案の審査（常任委員会）

10日（水） 議案の審査（常任委員会）

23日（火） 委員長報告～採決、閉会

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用し
　傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

2月定例会の予定は次のとおりです。

　遠州灘海岸周辺は、国、県では各種海岸事業に取り
組んでいるが、依然として海岸侵食が進み汀線が大
きく後退している。先の台風に伴う大波、高潮等によ
り防潮堤が一部崩壊するなど、極めて憂慮される事
態となっている。
　ついては、サンドバイパスシステムをはじめとした
養浜事業の推進、また、防潮堤のかさ上げ・強化など
の津波対策事業の推進を強く要望する。

●海岸の侵食対策並びに防潮堤津波対策の
　早期整備に関する意見書

　3歳ぐらいまでの子供にとって最も恐ろしい病気
の一つが、細菌性髄膜炎である。
　この予防に極めて有効なワクチンが、ヒブワクチン
である。我が国においては、ヒブワクチンが2007年
1月に承認されたが、任意接種のため1回7,000円
～8,000円、最大4回で3万円ほどの自己負担となり、
接種には高い壁となっている。
　よって、国におかれては、細菌性髄膜炎から子供を
守るため、ヒブワクチンの確保と速やかにヒブによる
細菌性髄膜炎を予防接種法の定期予防接種対象疾
患に位置づけるよう強く要望する。

●ヒブワクチンの早期定期予防接種化を
　求める意見書

　改正国籍法は、父母が婚姻していない場合におけ
る認知された子にも、届け出による日本国籍の取得
を可能にするために提出されたものである。
　しかし、違法に日本国籍が取得された場合、それに
伴い生じ得る犯罪行為及び不正行為によって、住民
の福祉の増進及び地方公共団体の健全な発達が妨
げられる恐れがある。
　よって、国においては、この改正の趣旨を踏まえ、
偽装認知の防止など厳格な制度運用に万全を期され
るよう要望するものである。

　以上、衆・参議院議長、内閣総理大臣、各担当大臣
あてに提出しました。

●改正国籍法に関する意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

2 月市 議 会 定 例 会

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

意 見 書（要 旨）

市議会の録画（中継）放送・会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページから 
このバナーをクリックして下さい。 

段差解消機 赤外線補聴器



１１月臨時会 

　市議会は、平成21年12月定例会を、12月1日から12月22日までの22日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成21年度一般会計ほか2会計の補正予算をはじめ、屋外広告物条例の制定、水道事業給
水条例の一部改正、（仮称）袋井市余熱利用施設建設工事請負契約の締結など16議案、議員提出の3議案が
上程され、採決の結果、いずれも原案どおり可決されました。
　なお、市政に対する一般質問では、14人の議員が市長の見解をただしました。

11
月
24
日
に
市
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、次
の
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
21
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）に
つ
い
て

  

　
低
所
得
者
に
対
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
を
行

う
た
め
、1，
6
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、こ
れ
に
よ
り
平
成
21
年
度
の
予

算
総
額
は
3
0
4
億
8，
3
0
0
万
円
と
な
る
も
の
で
す
。

■
議
員
報
酬
、常
勤
特
別
職
・
教
育
長
・
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、期
末
手
当
等
の
支
給

割
合
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
市
の
景
観
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、屋
外
広
告
物
の
掲
出

に
関
す
る
適
正
な
規
制
や
誘
導
を
図
る
た
め
、市
の
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

（仮称）袋井市余熱利用施設の鳥瞰図

水道料金改定を伴う
　　　　　　給水条例改正を可決

条
　
例

12月定例会 

１１月臨時会 【12月定例会で可決された議案】

　
　
今
回
の
補
正
予
算
は
、主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
5
億

9
4
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、平
成
21
年

度
予
算
総
額
は
3
0
9
億
9，
2
4
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

《
制
定
》

そ
の
他 

主
な
も
の

●
袋
井
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
3
つ
の
異
な
っ
た
料
金
体
系
の
統
合
と
、水
道
事
業
の
安
定
的
運
営
を
め
ざ
す

た
め
料
金
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、受
水
タ
ン
ク
を
経
由
し
て
給
水
す
る

共
同
住
宅
の
戸
別
検
針
方
式
の
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
屋
外
広
告
物
条
例
を
制
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、手
数
料
を
徴
収
す
る
根
拠
を

改
め
る
と
と
も
に
租
税
特
別
措
置
法
の
関
係
条
項
を
新
た
に
追
加
す
る
た
め
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

《
改
正
》
主
な
も
の

●
袋
井
市
営
駐
車
場
・
自
転
車
等
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の

　
指
定
に
つ
い
て

　
　
袋
井
市
営
駐
車
場
・
自
転
車
等
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
を
、ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　（
仮
称
）袋
井
市
余
熱
利
用
施
設
の
建
築
及
び
機
械
設
備
工
事
を
、次
の
業
者

と
契
約
す
る
た
め
に
議
決
し
ま
し
た
。

●
建
築
工
事

　
【
契

約

者
】 

丸
明
・
塚
本
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
【
契
約
金
額
】 

7
億
8，
4
3
5
万
円

●
機
械
設
備
工
事

　
【
契

約

者
】 

日
管
・
渥
美
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
【
契
約
金
額
】 

3
億
3，
6
0
0
万
円

袋井市議会の議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関する
条例の一部改正について

平成21年度袋井市一般会計補正予算（第5号）について      

平成21年度袋井市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について

平成21年度袋井市水道事業会計補正予算（第１号）について 

袋井市屋外広告物条例の制定について      

袋井市手数料条例の一部改正について      

袋井市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について      

袋井市介護保険条例の一部改正について      

袋井市水道事業給水条例の一部改正について      

中遠広域事務組合規約の変更について      

中遠広域事務組合規約の変更に伴う財産処分に関する協議について 

静岡地方税滞納整理機構規約の変更について      

袋井市営駐車場・自転車等駐車場の指定管理者の指定について      

パソコン等情報教育機器売買契約の締結について      

海岸の侵食対策並びに防潮堤津波対策の早期整備に関する意見書の提出について

ヒブワクチンの早期定期予防接種化を求める意見書の提出について      

改正国籍法に関する意見書の提出について

工事請負契約の締結について（平成21年度～22年度(仮称)袋井市
余熱利用施設建設工事(建築)）      

工事請負契約の締結について（平成21年度～22年度(仮称)袋井市
余熱利用施設建設工事(機械設備)）

種  別 議　案　名

予
算

条
例
の
制
定
・一
部
改
正

規
約

契 

約

意
見
書

●
議
員
・
特
別
職
・
一
般
職
の
給
与
・
手
当
・
共
済
費
等

　
　
　
　
　 

　
　
　
　 

　 

3
億
9，
0
3
4
万
円

　１１
月
臨
時
会
で
行
っ
た
条
例
の
改
正
に
よ
り
、期
末
手
当
等

を
減
額
す
る
と
と
も
に
、不
足
す
る
退
職
手
当
を
支
払
う
た

め
に
補
正
す
る
も
の
で
す
。

●
物
件
補
償
費
　
　
　
　
　
　 

7，
5
6
0
万
円

　
　
都
市
計
画
道
路
西
通
新
池
線
改
築
の
た
め
物
件
の
補
償
を

す
る
も
の
で
す
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

1，
7
6
8
万
円

　
　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
件
数
が
確
定
し
、

不
足
額
が
生
じ
る
た
め
に
補
正
す
る
も
の
で
す
。
　

指 定

く ろ い ふ く ろ い ふ 

12月定例会の概要 
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額
】 

3
億
3，
6
0
0
万
円

袋井市議会の議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関する
条例の一部改正について

平成21年度袋井市一般会計補正予算（第5号）について      

平成21年度袋井市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について

平成21年度袋井市水道事業会計補正予算（第１号）について 

袋井市屋外広告物条例の制定について      

袋井市手数料条例の一部改正について      

袋井市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について      

袋井市介護保険条例の一部改正について      

袋井市水道事業給水条例の一部改正について      

中遠広域事務組合規約の変更について      

中遠広域事務組合規約の変更に伴う財産処分に関する協議について 

静岡地方税滞納整理機構規約の変更について      

袋井市営駐車場・自転車等駐車場の指定管理者の指定について      

パソコン等情報教育機器売買契約の締結について      

海岸の侵食対策並びに防潮堤津波対策の早期整備に関する意見書の提出について

ヒブワクチンの早期定期予防接種化を求める意見書の提出について      

改正国籍法に関する意見書の提出について

工事請負契約の締結について（平成21年度～22年度(仮称)袋井市
余熱利用施設建設工事(建築)）      

工事請負契約の締結について（平成21年度～22年度(仮称)袋井市
余熱利用施設建設工事(機械設備)）

種  別 議　案　名

予
算

条
例
の
制
定
・一
部
改
正

規
約

契 

約

意
見
書

●
議
員
・
特
別
職
・
一
般
職
の
給
与
・
手
当
・
共
済
費
等

　
　
　
　
　 

　
　
　
　 

　 

3
億
9，
0
3
4
万
円

　１１
月
臨
時
会
で
行
っ
た
条
例
の
改
正
に
よ
り
、期
末
手
当
等

を
減
額
す
る
と
と
も
に
、不
足
す
る
退
職
手
当
を
支
払
う
た

め
に
補
正
す
る
も
の
で
す
。

●
物
件
補
償
費
　
　
　
　
　
　 

7，
5
6
0
万
円

　
　
都
市
計
画
道
路
西
通
新
池
線
改
築
の
た
め
物
件
の
補
償
を

す
る
も
の
で
す
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

1，
7
6
8
万
円

　
　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
件
数
が
確
定
し
、

不
足
額
が
生
じ
る
た
め
に
補
正
す
る
も
の
で
す
。
　

指 定

く ろ い ふ く ろ い ふ 

12月定例会の概要 



市政に対する一般質問

寺
井 

雄
二 

議
員

戸
塚 

文
彦 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

山
田 

貴
子 

議
員

　
岡 

英
一 

議
員

　
海
浜
公
園
は
必
要
か

　
袋
井
市
民
病
院
は
存
続

し
て
い
く
の
か

　
に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち

づ
く
り
事
業
は

　
東
同
笠
油
山
線
の

改
修
は
す
る
の
か

　
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
は

答
　
海
浜
公
園
構
想
は
、磐
田
市

と
の
協
調
、さ
ら
に
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
で
あ
る
の
で
、早
期
に
解
決

す
べ
き
課
題
を
解
消
さ
せ
、そ
の
後

に
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
財
政
が
落
ち
込
む
中
で
、

海
浜
公
園
は
必
要
と
し
て
い

る
の
か
。 

答
　
道
路
整
備
10
箇
年
計
画
に
お

い
て
市
の
南
部
の
幹
線
道
路
と
し

て
位
置
づ
け
し
、平
成
27
年
度
ま
で

に
整
備
す
る
。
歩
道
設
置
要
望
が

あ
り
、財
政
状
況
を
見
き
わ
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
通
行
量
が
多
く
危
険
が

増
し
て
い
る
が
、改
修
は
今
後

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。 

答
　
新
病
院
開
院
後
は
、療
養
系

病
床
と
し
、地
域
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
拠
点
施
設
と
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、市
民
病
院
の
小
児
科
に
つ
い

て
は
、入
院
治
療
の
常
勤
医
師
が
確

保
で
き
る
見
込
み
な
の
で
、再
開
を

予
定
し
て
い
る
。

問
　
現
袋
井
市
民
病
院
は
、一
次

医
療
と
し
て
存
続
し
て
い
く
の
か
。 

答
　
諸
事
情
に
よ
り
策
定
は
取
り

や
め
、袋
井
駅
前
の
活
性
化
に
重

点
を
移
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
基

本
的
に
は
民
間
開
発
と
い
う
発
想

で
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

答
　
地
権
者
の
統
一
化
と
農
用
地

除
外
に
向
け
て
27
号
計
画
を
視
野
に

入
れ
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
27
号
計
画

　
地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地
方

　
公
共
団
体
の
計
画

問
　
2
年
前
、認
定
に
向
け
動

き
だ
し
た
が
、何
ら
報
告
が
な

い
。
ど
う
な
っ
た
の
か
。 

　
家
庭
ご
み
の
有
料
化
を

実
施
す
べ
き
で
は

答
　
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
承
知
し
て
い
る
が
、少
し
景
気
の

状
況
等
も
見
な
が
ら
、安
定
し
た

段
階
で
考
え
て
い
く
。

問
　
ご
み
の
発
生
抑
制
、ご
み

処
理
費
用
の
公
平
化
、財
源
の

有
効
利
用
等
を
目
的
と
し
た

有
料
化
を
導
入
す
べ
き
で
は
。 

問
　
一
向
に
事
業
が
進
ん
で
い

な
い
。
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。 

　
山
名
小
学
校
、教
室
が

不
足
す
る
が

　 

周
南
中
学
校
通
学
路
の

整
備
を

　
市
内
で
出
産
で
き
る

場
所
と
医
師
の
確
保
を

　
歳
出
配
分
の
推
移
が

語
る
こ
と
は

答
　
6
教
室
程
度
の
増
設
を
想
定

し
、来
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
、平

成
24
年
度
を
め
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

答
　
名
古
屋
大
や
浜
松
医
大
に
医

師
派
遣
を
継
続
し
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。
又
、1
月
か
ら
常
勤
小

児
科
医
を
確
保
で
き
る
見
込
み
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
再
開
に

む
け
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
　
児
童
数
の
増
加
で
教
室
が

不
足
し
て
い
る
。
今
後
も
増
え

る
児
童
数
に
対
し
早
急
に
増
設

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
　
側
溝
は
用
水
路
と
な
っ
て
い

る
た
め
、管
理
者
と
話
し
合
い
を

進
め
て
い
き
た
い
。
横
断
歩
道
は
、

県
公
安
委
員
会
に
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
通
学
路
で
あ
る
平
宇
10
号

線
の
側
溝
に
蓋
の
設
置
を
。
ま
た
、

太
田
村
松
線
と
上
山
梨
平
宇
線

と
の
交
差
点
に
毎
日
自
転
車
通

学
し
て
い
る
。
安
全
の
た
め
横

断
歩
道
を
設
置
す
べ
き
だ
。 

問
　
袋
井
病
院
に
産
婦
人
科

医
を
確
保
し
て
、安
心
し
て
市

内
で
、出
産
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
。 

　
健
康
文
化
都
市
づ
く
り

に
は
安
心
と
夢
を

答
　
新
法
の
人
数
特
例
が
適
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
。
編
入
に
当
た
っ
て

は
現
施
設
へ
通
所
で
き
る
こ
と
を

支
援
し
、ル
ー
ト
の
不
備
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、補
う
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
さ
ば
は
、他
法

人
へ
の
編
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

自
主
運
行
バ
ス
の
ル
ー
ト
変

更
で
困
っ
て
い
る
。
安
心
の
後

退
で
は
な
い
か
。 

答
　
都
市
基
盤
整
備
を
精
力
的
に

行
っ
て
き
た
が
、義
務
的
経
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、ソ
フ
ト
事

業
の
比
率
は
必
然
的
に
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

問
　
こ
こ
数
年
間
と
今
後
で
、

政
策
上
ど
ん
な
変
化
が
あ
る
か
。 

答
　
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
協

議
会
を
設
置
し
、廃
食
油
、家
畜
排

せ
つ
物
、稲
わ
ら
・
麦
わ
ら
、木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
先
進

地
で
は
、米
や
モ
ミ
殻
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
化
で
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

夢
の
あ
る
産
業
を
創
出
す
べ
き
。 

海浜公園構想のある浅羽海岸の汀線

にぎわい新都心まちづくり予定地

校舎増築が予定されている山名小学校

米やもみ殻で加工されたプラスチック製品
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

寺
井 

雄
二 

議
員

戸
塚 

文
彦 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

山
田 

貴
子 

議
員

　
岡 

英
一 

議
員

　
海
浜
公
園
は
必
要
か

　
袋
井
市
民
病
院
は
存
続

し
て
い
く
の
か

　
に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち

づ
く
り
事
業
は

　
東
同
笠
油
山
線
の

改
修
は
す
る
の
か

　
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
は

答
　
海
浜
公
園
構
想
は
、磐
田
市

と
の
協
調
、さ
ら
に
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
で
あ
る
の
で
、早
期
に
解
決

す
べ
き
課
題
を
解
消
さ
せ
、そ
の
後

に
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
財
政
が
落
ち
込
む
中
で
、

海
浜
公
園
は
必
要
と
し
て
い

る
の
か
。 

答
　
道
路
整
備
10
箇
年
計
画
に
お

い
て
市
の
南
部
の
幹
線
道
路
と
し

て
位
置
づ
け
し
、平
成
27
年
度
ま
で

に
整
備
す
る
。
歩
道
設
置
要
望
が

あ
り
、財
政
状
況
を
見
き
わ
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
通
行
量
が
多
く
危
険
が

増
し
て
い
る
が
、改
修
は
今
後

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。 

答
　
新
病
院
開
院
後
は
、療
養
系

病
床
と
し
、地
域
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
拠
点
施
設
と
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、市
民
病
院
の
小
児
科
に
つ
い

て
は
、入
院
治
療
の
常
勤
医
師
が
確

保
で
き
る
見
込
み
な
の
で
、再
開
を

予
定
し
て
い
る
。

問
　
現
袋
井
市
民
病
院
は
、一
次

医
療
と
し
て
存
続
し
て
い
く
の
か
。 

答
　
諸
事
情
に
よ
り
策
定
は
取
り

や
め
、袋
井
駅
前
の
活
性
化
に
重

点
を
移
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
基

本
的
に
は
民
間
開
発
と
い
う
発
想

で
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

答
　
地
権
者
の
統
一
化
と
農
用
地

除
外
に
向
け
て
27
号
計
画
を
視
野
に

入
れ
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
27
号
計
画

　
地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地
方

　
公
共
団
体
の
計
画

問
　
2
年
前
、認
定
に
向
け
動

き
だ
し
た
が
、何
ら
報
告
が
な

い
。
ど
う
な
っ
た
の
か
。 

　
家
庭
ご
み
の
有
料
化
を

実
施
す
べ
き
で
は

答
　
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
承
知
し
て
い
る
が
、少
し
景
気
の

状
況
等
も
見
な
が
ら
、安
定
し
た

段
階
で
考
え
て
い
く
。

問
　
ご
み
の
発
生
抑
制
、ご
み

処
理
費
用
の
公
平
化
、財
源
の

有
効
利
用
等
を
目
的
と
し
た

有
料
化
を
導
入
す
べ
き
で
は
。 

問
　
一
向
に
事
業
が
進
ん
で
い

な
い
。
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。 

　
山
名
小
学
校
、教
室
が

不
足
す
る
が

　 

周
南
中
学
校
通
学
路
の

整
備
を

　
市
内
で
出
産
で
き
る

場
所
と
医
師
の
確
保
を

　
歳
出
配
分
の
推
移
が

語
る
こ
と
は

答
　
6
教
室
程
度
の
増
設
を
想
定

し
、来
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
、平

成
24
年
度
を
め
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

答
　
名
古
屋
大
や
浜
松
医
大
に
医

師
派
遣
を
継
続
し
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。
又
、1
月
か
ら
常
勤
小

児
科
医
を
確
保
で
き
る
見
込
み
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
再
開
に

む
け
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
　
児
童
数
の
増
加
で
教
室
が

不
足
し
て
い
る
。
今
後
も
増
え

る
児
童
数
に
対
し
早
急
に
増
設

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
　
側
溝
は
用
水
路
と
な
っ
て
い

る
た
め
、管
理
者
と
話
し
合
い
を

進
め
て
い
き
た
い
。
横
断
歩
道
は
、

県
公
安
委
員
会
に
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
通
学
路
で
あ
る
平
宇
10
号

線
の
側
溝
に
蓋
の
設
置
を
。
ま
た
、

太
田
村
松
線
と
上
山
梨
平
宇
線

と
の
交
差
点
に
毎
日
自
転
車
通

学
し
て
い
る
。
安
全
の
た
め
横

断
歩
道
を
設
置
す
べ
き
だ
。 

問
　
袋
井
病
院
に
産
婦
人
科

医
を
確
保
し
て
、安
心
し
て
市

内
で
、出
産
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
。 

　
健
康
文
化
都
市
づ
く
り

に
は
安
心
と
夢
を

答
　
新
法
の
人
数
特
例
が
適
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
。
編
入
に
当
た
っ
て

は
現
施
設
へ
通
所
で
き
る
こ
と
を

支
援
し
、ル
ー
ト
の
不
備
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、補
う
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
さ
ば
は
、他
法

人
へ
の
編
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

自
主
運
行
バ
ス
の
ル
ー
ト
変

更
で
困
っ
て
い
る
。
安
心
の
後

退
で
は
な
い
か
。 

答
　
都
市
基
盤
整
備
を
精
力
的
に

行
っ
て
き
た
が
、義
務
的
経
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、ソ
フ
ト
事

業
の
比
率
は
必
然
的
に
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

問
　
こ
こ
数
年
間
と
今
後
で
、

政
策
上
ど
ん
な
変
化
が
あ
る
か
。 

答
　
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
協

議
会
を
設
置
し
、廃
食
油
、家
畜
排

せ
つ
物
、稲
わ
ら
・
麦
わ
ら
、木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
先
進

地
で
は
、米
や
モ
ミ
殻
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
化
で
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

夢
の
あ
る
産
業
を
創
出
す
べ
き
。 

海浜公園構想のある浅羽海岸の汀線

にぎわい新都心まちづくり予定地

校舎増築が予定されている山名小学校

米やもみ殻で加工されたプラスチック製品
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

浅
田 

二
郎 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

村
松 

尚 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

芝
田 

　
二 

議
員

　
公
費
助
成
で
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
拡
充
を

　
お
茶
、メ
ロ
ン
の
消
費
拡
大

を
図
る
べ
き
だ
が

答
　
任
意
接
種
の
た
め
自
己
負
担

に
な
っ
て
い
る
。
国
や
他
市
の
動
向

を
見
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　「
高
く
て
接
種
で
き
な
い
」

「
ワ
ク
チ
ン
貧
乏
」
の
解
消
の

た
め
、市
が
助
成
で
き
な
い
か
。 

答
　
都
市
計
画
事
業
の
一
般
財
源

分
（
地
方
債
を
含
む
）は
、都
市
計

画
税
で
ま
か
な
う
の
が
理
想
だ
が
、

今
後
7
年
間
の
年
平
均
で
、税
収

が
約
8
千
万
円
下
回
る
。

問
　
今
後
、都
市
計
画
事
業
の

35
％
減
少
を
計
画
し
て
い
る

の
に
、都
市
計
画
税
は
24
％
増

収
を
狙
っ
て
い
る
。
事
業
が
減

少
す
れ
ば
、税
収
も
減
ら
す
べ

き
で
は
。 

答
　
掛
川
市
で
山
林
を
、島
田
市

で
山
林
と
原
野
を
、登
録
地
目
で

除
外
し
て
い
る
。
農
地
で
分
け
て
い

る
と
こ
ろ
は
す
べ
て
把
握
し
て
い

な
い
。

問
　
農
地
で
あ
る
か
否
か
な
ど

登
録
地
目
で
、課
税
・
非
課
税
を

決
め
る
の
は
、税
の
性
格
か
ら

し
て
理
に
合
わ
な
い
の
で
は
。 

答
　
新
し
い
品
種
「
き
ら
香
」
の
商

品
価
値
を
高
め
、販
路
拡
大
を
図

る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ま
た
、知
名
度
を
あ
げ
る
た
め
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、今
後
は
戦
略
的
な
プ
ラ

ン
を
企
画
し
て
い
く
。

答
　
資
材
の
一
括
購
入
、代
替
燃
料

の
啓
発
に
取
り
組
む
一
方
、市
で
は

補
助
金
の
交
付
や
借
り
入
れ
資
金

へ
利
息
助
成
し
、支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、直
販
促
進
に
お
い
て
も
効
果

は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る
。一
方
、県

内
消
費
拡
大
も
積
極
的
な
支
援
を

行
う
。

問
　
袋
井
茶
の
早
期
ブ
ラ
ン
ド

化
と
消
費
拡
大
の
大
P 
R
作
戦

の
取
り
組
み
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
。 

問
　
メ
ロ
ン
の
生
産
コ
ス
ト
削

減
と
販
売
戦
略
の
見
直
し
を

ど
う
考
え
る
か
。 

　 

事
業
仕
分
け
導
入
へ
の

考
え
方
は

　 

企
業
誘
致
の
促
進
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

　
農
産
物
の
価
格
低
下
に

対
す
る
対
策
は

　
都
市
計
画
税
課
税
方
針

は
不
合
理

　
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド

解
消
戦
略
は
可
能
か

　
太
田
川
ダ
ム
の
安
全
性
、

危
機
管
理
体
制
は

答
　
市
民
に
各
種
事
業
計
画
の
具

体
的
な
作
業
手
順
や
事
務
事
業
の

有
効
性
、効
率
性
な
ど
を
説
明
し

意
見
交
換
会
を
1
月
に
開
く
計
画

で
あ
る
。

答
　
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

皇
室
へ
の
献
上
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
事
業
仕
分
け
導
入
は
、よ

り
慎
重
に
行
っ
た
方
が
よ
い
の

で
は
。 

答
　
雇
用
や
税
収
確
保
の
面
か
ら

発
展
性
の
見
込
め
る
製
造
業
を
積

極
的
に
誘
致
し
た
い
。

問
　
山
科
東
工
業
団
地
、パ
イ

オ
ニ
ア
撤
退
後
の
跡
地
の
利
用

促
進
に
企
業
誘
致
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

問
　
お
茶
、メ
ロ
ン
の
上
級
品

の
価
格
低
下
に
よ
り
農
家
の

生
産
意
欲
減
退
に
つ
な
が
る
。

有
効
な
P 
R
が
必
要
で
は
な
い

か
。 

答
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
及
び
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
通
信
を
利
用
で

き
る
地
域
が
市
内
の
一
部
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
情
報
通
信

環
境
の
課
題
、方
針
に
つ
い
て
回
答

を
し
た
。
今
後
も
業
者
に
整
備
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
平
成
20
年
12
月
袋
井
商

工
会
議
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
超

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
取
組
」へ
の
要
望
書

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
回
答

を
さ
れ
た
の
か
。 

答
　
太
田
川
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
、事
実
確
認
の
た
め
県
に
問
い

合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、太
田
川
ダ

ム
の
安
全
性
は
、ダ
ム
設
置
者
で
あ

る
県
が
責
任
を
も
っ
て
確
認
を
し

て
い
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。
今

後
も
安
全
確
保
に
つ
い
て
県
へ
要
請

し
て
い
き
た
い
。

問
　
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」              

「
テ
レ
ビ
朝
日
サ
ン
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
報
道
さ
れ
、
危
険
な

ダ
ム
と
烙
印
を
押
さ
れ
た
太
田

川
ダ
ム
の
安
全
性
は
確
認
さ
れ

て
い
る
の
か
。 

浅羽支所からの町並み

新しい品種「きら香」試飲会の様子IT基本戦略をまとめたIT推進計画

答
　
交
通
弱
者
、交
通
空
白
地
運
行
、

福
祉
的
な
面
と
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
。

こ
の
改
正
で
は
必
ず
し
も
市
民
の

要
望
す
べ
て
を
か
な
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

問
　
メ
ロ
ー
バ
ス
の
運
行
改
正

は
、障
害
者
に
十
分
配
慮
し
た

結
果
か
。 

　
障
害
者
の
交
通
手
段
を

奪
っ
た
メ
ロ
ー
バ
ス

市の特産品のメロン

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

浅
田 

二
郎 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

村
松 

尚 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

芝
田 

　
二 

議
員

　
公
費
助
成
で
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
拡
充
を

　
お
茶
、メ
ロ
ン
の
消
費
拡
大

を
図
る
べ
き
だ
が

答
　
任
意
接
種
の
た
め
自
己
負
担

に
な
っ
て
い
る
。
国
や
他
市
の
動
向

を
見
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　「
高
く
て
接
種
で
き
な
い
」

「
ワ
ク
チ
ン
貧
乏
」
の
解
消
の

た
め
、市
が
助
成
で
き
な
い
か
。 

答
　
都
市
計
画
事
業
の
一
般
財
源

分
（
地
方
債
を
含
む
）は
、都
市
計

画
税
で
ま
か
な
う
の
が
理
想
だ
が
、

今
後
7
年
間
の
年
平
均
で
、税
収

が
約
8
千
万
円
下
回
る
。

問
　
今
後
、都
市
計
画
事
業
の

35
％
減
少
を
計
画
し
て
い
る

の
に
、都
市
計
画
税
は
24
％
増

収
を
狙
っ
て
い
る
。
事
業
が
減

少
す
れ
ば
、税
収
も
減
ら
す
べ

き
で
は
。 

答
　
掛
川
市
で
山
林
を
、島
田
市

で
山
林
と
原
野
を
、登
録
地
目
で

除
外
し
て
い
る
。
農
地
で
分
け
て
い

る
と
こ
ろ
は
す
べ
て
把
握
し
て
い

な
い
。

問
　
農
地
で
あ
る
か
否
か
な
ど

登
録
地
目
で
、課
税
・
非
課
税
を

決
め
る
の
は
、税
の
性
格
か
ら

し
て
理
に
合
わ
な
い
の
で
は
。 

答
　
新
し
い
品
種
「
き
ら
香
」
の
商

品
価
値
を
高
め
、販
路
拡
大
を
図

る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ま
た
、知
名
度
を
あ
げ
る
た
め
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、今
後
は
戦
略
的
な
プ
ラ

ン
を
企
画
し
て
い
く
。

答
　
資
材
の
一
括
購
入
、代
替
燃
料

の
啓
発
に
取
り
組
む
一
方
、市
で
は

補
助
金
の
交
付
や
借
り
入
れ
資
金

へ
利
息
助
成
し
、支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、直
販
促
進
に
お
い
て
も
効
果

は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る
。一
方
、県

内
消
費
拡
大
も
積
極
的
な
支
援
を

行
う
。

問
　
袋
井
茶
の
早
期
ブ
ラ
ン
ド

化
と
消
費
拡
大
の
大
P 
R
作
戦

の
取
り
組
み
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
。 

問
　
メ
ロ
ン
の
生
産
コ
ス
ト
削

減
と
販
売
戦
略
の
見
直
し
を

ど
う
考
え
る
か
。 

　 

事
業
仕
分
け
導
入
へ
の

考
え
方
は

　 

企
業
誘
致
の
促
進
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

　
農
産
物
の
価
格
低
下
に

対
す
る
対
策
は

　
都
市
計
画
税
課
税
方
針

は
不
合
理

　
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド

解
消
戦
略
は
可
能
か

　
太
田
川
ダ
ム
の
安
全
性
、

危
機
管
理
体
制
は

答
　
市
民
に
各
種
事
業
計
画
の
具

体
的
な
作
業
手
順
や
事
務
事
業
の

有
効
性
、効
率
性
な
ど
を
説
明
し

意
見
交
換
会
を
1
月
に
開
く
計
画

で
あ
る
。

答
　
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

皇
室
へ
の
献
上
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
事
業
仕
分
け
導
入
は
、よ

り
慎
重
に
行
っ
た
方
が
よ
い
の

で
は
。 

答
　
雇
用
や
税
収
確
保
の
面
か
ら

発
展
性
の
見
込
め
る
製
造
業
を
積

極
的
に
誘
致
し
た
い
。

問
　
山
科
東
工
業
団
地
、パ
イ

オ
ニ
ア
撤
退
後
の
跡
地
の
利
用

促
進
に
企
業
誘
致
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

問
　
お
茶
、メ
ロ
ン
の
上
級
品

の
価
格
低
下
に
よ
り
農
家
の

生
産
意
欲
減
退
に
つ
な
が
る
。

有
効
な
P 
R
が
必
要
で
は
な
い

か
。 

答
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
及
び
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
通
信
を
利
用
で

き
る
地
域
が
市
内
の
一
部
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
情
報
通
信

環
境
の
課
題
、方
針
に
つ
い
て
回
答

を
し
た
。
今
後
も
業
者
に
整
備
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
平
成
20
年
12
月
袋
井
商

工
会
議
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
超

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
取
組
」へ
の
要
望
書

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
回
答

を
さ
れ
た
の
か
。 

答
　
太
田
川
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
、事
実
確
認
の
た
め
県
に
問
い

合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、太
田
川
ダ

ム
の
安
全
性
は
、ダ
ム
設
置
者
で
あ

る
県
が
責
任
を
も
っ
て
確
認
を
し

て
い
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。
今

後
も
安
全
確
保
に
つ
い
て
県
へ
要
請

し
て
い
き
た
い
。

問
　
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」              

「
テ
レ
ビ
朝
日
サ
ン
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
報
道
さ
れ
、
危
険
な

ダ
ム
と
烙
印
を
押
さ
れ
た
太
田

川
ダ
ム
の
安
全
性
は
確
認
さ
れ

て
い
る
の
か
。 

浅羽支所からの町並み

新しい品種「きら香」試飲会の様子IT基本戦略をまとめたIT推進計画

答
　
交
通
弱
者
、交
通
空
白
地
運
行
、

福
祉
的
な
面
と
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
。

こ
の
改
正
で
は
必
ず
し
も
市
民
の

要
望
す
べ
て
を
か
な
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

問
　
メ
ロ
ー
バ
ス
の
運
行
改
正

は
、障
害
者
に
十
分
配
慮
し
た

結
果
か
。 

　
障
害
者
の
交
通
手
段
を

奪
っ
た
メ
ロ
ー
バ
ス

市の特産品のメロン

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

寺
田 

守 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

高
橋 

美
博 

議
員

　
木 

清
隆 

議
員

　
生
活
道
路
の
整
備
計
画
は

　
震
災
体
験
を
受
継
ぐ

教
育
は

　
在
宅
介
護
家
庭
へ
支
援
を

　
新
型
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

に
助
成
を

答
　
生
活
道
路
の
拡
幅
整
備
に
つ
い

て
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
幅
員

4
ｍ
未
満
の
市
道
は
約
3
4
0
km
あ

り
、「
協
働
に
よ
る
み
ち
づ
く
り
事
業
」

に
よ
り
、必
要
性
・
緊
急
性
を
判
断
し
、

地
域
と
共
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
　
道
幅
が
狭
く
交
通
に
支

障
の
あ
る
生
活
道
路
が
あ
る
が
、

整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
特
に
緊
急
車
両
の

進
入
が
困
難
で
、防
災
上
、問

題
を
抱
え
る
地
域
が
残
さ
れ

て
い
る
。 

答
　
東
南
海
地
震
の
日
を
「
防
災

の
日
」
と
定
め
、震
災
体
験
者
か
ら

話
を
聞
く
授
業
を
行
っ
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
身
近
な
出
来
事
か
ら

実
感
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
災
害
に
備
え
る
と

と
も
に
、徳
育
教
育
の
一
環
と
し

て
命
の
尊
さ
を
育
ん
で
行
き
た
い
。

問
　
65
年
前
の
東
南
海
地
震

で
当
市
は
大
き
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
た
。
特
に
児
童
生
徒
の

犠
牲
者
が
痛
ま
し
い
。
記
憶
の

風
化
が
心
配
さ
れ
る
が
、学
校

教
育
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
さ
れ
て
い
る
か
。 

答
　
来
年
度
か
ら
、介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、手

当
て
を
支
給
す
る
こ
と
を
現
在
検

討
し
て
い
る
。

答
　
低
所
得
者
以
外
へ
の
助
成
に

つ
い
て
は
、他
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
と
の
公
平
性
を
保
つ
こ
と
か
ら
、

現
段
階
で
は
助
成
を
考
え
て
い
な
い
。

問
　
在
宅
介
護
の
家
庭
へ「
在

宅
介
護
手
当
」
な
ど
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。 

答
　
料
金
体
系
の
現
状
と
課
題
の

洗
い
出
し
、合
併
処
理
浄
化
槽
料

金
の
設
定
根
拠
、保
守
点
検
料
を

含
め
た
維
持
管
理
費
や
近
隣
市
と

の
料
金
比
較
に
つ
い
て
清
掃
業
者

と
協
議
し
て
い
る
。
今
後
も
検
討

を
重
ね
、適
切
な
維
持
管
理
費
の

設
定
に
向
け
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
公
共
下
水
道
料
金
と
合

併
処
理
浄
化
槽
清
掃
料
金
と

の
料
金
価
格
に
つ
い
て
、そ
の

後
の
検
討
結
果
は
ど
う
か
。 

問
　
新
年
度
は
希
望
者
全
員

に
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

た
ら
ど
う
か
。 

　
自
殺
予
防
は
緊
急
課
題

　
駅
南
地
域
の
治
水
対
策

事
業
の
推
進
状
況
は

　
避
難
所
の
機
械
・
電
気
設
備

老
朽
化
対
策
は

答
　
市
内
で
は
こ
の
6
年
間
で
68

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
自
殺
予
防

の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、

か
か
り
つ
け
医
・
精
神
科
医
と
の
連

携
に
よ
る
う
つ
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
、相
談
に
あ
た
る
職
員
の

資
質
向
上
を
図
る
研
修
会
の
開
催

等
を
進
め
た
い
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談
窓
口

は
保
健
セ
ン
タ
ー
、し
あ
わ
せ
推

進
課
で
対
応
し
て
い
る
。

問
　
自
殺
者
数
は
12
年
連
続

で
3
万
人
を
超
え
る
見
込
み

で
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
市
と 

し
て
も
職
員
研
修
や
相
談
窓

口
設
置
な
ど
の
取
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

答
　
隣
接
す
る
体
育
セ
ン
タ
ー
、B

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
の
一
体
的

利
用
も
加
味
し
た
な
か
で
効
率
的

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
統

合
さ
れ
２
年
が
経
過
し
た
。
指

定
管
理
者
制
度
移
行
へ
の
考
え

方
は
ど
う
か
。 

答
　
一
日
も
早
い
浸
水
被
害
の
解

消
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
計
画

的
な
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

答
　
地
域
避
難
所
は
、災
害
時
に

お
け
る
重
要
な
防
災
拠
点
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
　
袋
井
市
中
部
豪
雨
災
害

対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
た
治
水
対
策
が
急
務
で

は
な
い
か
。 

問
　
地
域
避
難
施
設
60
ヶ
所
の

機
械
・
電
気
設
備
の
老
朽
化
診

断
を
行
い
、設
備
更
新
計
画
を

立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

問
　
行
財
政
改
革
に
向
け
た

運
用
面
・
財
政
面
に
お
け
る
削

減
効
果
は
ど
う
か
。 

　
指
定
管
理
者
制
度
に

お
け
る
成
果
は

拡幅される生活道路

　
サ
ン
ラ
イ
フ
袋
井
の

今
後
の
運
営
方
針
は

　
下
水
道
関
係
料
金
の

検
討
結
果
は

答
　
委
託
料
と
人
件
費
の
削
減
効

果
は
、18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で

の
3
年
間
で
、約
8
8
0
0
万
円
、

人
的
な
削
減
に
換
算
す
る
と
10  
8

人
分
で
あ
る
。

,

.
下水道処理施設袋井浄化センター“アクアピュア”田端東調整池

サンライフ袋井

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

寺
田 

守 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

高
橋 

美
博 

議
員

　
木 

清
隆 

議
員

　
生
活
道
路
の
整
備
計
画
は

　
震
災
体
験
を
受
継
ぐ

教
育
は

　
在
宅
介
護
家
庭
へ
支
援
を

　
新
型
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

に
助
成
を

答
　
生
活
道
路
の
拡
幅
整
備
に
つ
い

て
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
幅
員

4
ｍ
未
満
の
市
道
は
約
3
4
0
km
あ

り
、「
協
働
に
よ
る
み
ち
づ
く
り
事
業
」

に
よ
り
、必
要
性
・
緊
急
性
を
判
断
し
、

地
域
と
共
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
　
道
幅
が
狭
く
交
通
に
支

障
の
あ
る
生
活
道
路
が
あ
る
が
、

整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
特
に
緊
急
車
両
の

進
入
が
困
難
で
、防
災
上
、問

題
を
抱
え
る
地
域
が
残
さ
れ

て
い
る
。 

答
　
東
南
海
地
震
の
日
を
「
防
災

の
日
」
と
定
め
、震
災
体
験
者
か
ら

話
を
聞
く
授
業
を
行
っ
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
身
近
な
出
来
事
か
ら

実
感
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
災
害
に
備
え
る
と

と
も
に
、徳
育
教
育
の
一
環
と
し

て
命
の
尊
さ
を
育
ん
で
行
き
た
い
。

問
　
65
年
前
の
東
南
海
地
震

で
当
市
は
大
き
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
た
。
特
に
児
童
生
徒
の

犠
牲
者
が
痛
ま
し
い
。
記
憶
の

風
化
が
心
配
さ
れ
る
が
、学
校

教
育
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組

が
さ
れ
て
い
る
か
。 

答
　
来
年
度
か
ら
、介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、手

当
て
を
支
給
す
る
こ
と
を
現
在
検

討
し
て
い
る
。

答
　
低
所
得
者
以
外
へ
の
助
成
に

つ
い
て
は
、他
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
と
の
公
平
性
を
保
つ
こ
と
か
ら
、

現
段
階
で
は
助
成
を
考
え
て
い
な
い
。

問
　
在
宅
介
護
の
家
庭
へ「
在

宅
介
護
手
当
」
な
ど
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。 

答
　
料
金
体
系
の
現
状
と
課
題
の

洗
い
出
し
、合
併
処
理
浄
化
槽
料

金
の
設
定
根
拠
、保
守
点
検
料
を

含
め
た
維
持
管
理
費
や
近
隣
市
と

の
料
金
比
較
に
つ
い
て
清
掃
業
者

と
協
議
し
て
い
る
。
今
後
も
検
討

を
重
ね
、適
切
な
維
持
管
理
費
の

設
定
に
向
け
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
公
共
下
水
道
料
金
と
合

併
処
理
浄
化
槽
清
掃
料
金
と

の
料
金
価
格
に
つ
い
て
、そ
の

後
の
検
討
結
果
は
ど
う
か
。 

問
　
新
年
度
は
希
望
者
全
員

に
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

た
ら
ど
う
か
。 

　
自
殺
予
防
は
緊
急
課
題

　
駅
南
地
域
の
治
水
対
策

事
業
の
推
進
状
況
は

　
避
難
所
の
機
械
・
電
気
設
備

老
朽
化
対
策
は

答
　
市
内
で
は
こ
の
6
年
間
で
68

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
自
殺
予
防

の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、

か
か
り
つ
け
医
・
精
神
科
医
と
の
連

携
に
よ
る
う
つ
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
、相
談
に
あ
た
る
職
員
の

資
質
向
上
を
図
る
研
修
会
の
開
催

等
を
進
め
た
い
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談
窓
口

は
保
健
セ
ン
タ
ー
、し
あ
わ
せ
推

進
課
で
対
応
し
て
い
る
。

問
　
自
殺
者
数
は
12
年
連
続

で
3
万
人
を
超
え
る
見
込
み

で
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
市
と 

し
て
も
職
員
研
修
や
相
談
窓

口
設
置
な
ど
の
取
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

答
　
隣
接
す
る
体
育
セ
ン
タ
ー
、B

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
の
一
体
的

利
用
も
加
味
し
た
な
か
で
効
率
的

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
統

合
さ
れ
２
年
が
経
過
し
た
。
指

定
管
理
者
制
度
移
行
へ
の
考
え

方
は
ど
う
か
。 

答
　
一
日
も
早
い
浸
水
被
害
の
解

消
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
計
画

的
な
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

答
　
地
域
避
難
所
は
、災
害
時
に

お
け
る
重
要
な
防
災
拠
点
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
　
袋
井
市
中
部
豪
雨
災
害

対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
た
治
水
対
策
が
急
務
で

は
な
い
か
。 

問
　
地
域
避
難
施
設
60
ヶ
所
の

機
械
・
電
気
設
備
の
老
朽
化
診

断
を
行
い
、設
備
更
新
計
画
を

立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

問
　
行
財
政
改
革
に
向
け
た

運
用
面
・
財
政
面
に
お
け
る
削

減
効
果
は
ど
う
か
。 

　
指
定
管
理
者
制
度
に

お
け
る
成
果
は

拡幅される生活道路

　
サ
ン
ラ
イ
フ
袋
井
の

今
後
の
運
営
方
針
は

　
下
水
道
関
係
料
金
の

検
討
結
果
は

答
　
委
託
料
と
人
件
費
の
削
減
効

果
は
、18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で

の
3
年
間
で
、約
8
8
0
0
万
円
、

人
的
な
削
減
に
換
算
す
る
と
10  
8

人
分
で
あ
る
。
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常任委員会レポート

来年度から、軽自動車税がコンビニエン

スストアでも納めることができるように

なるが、市外でも納めることができるの

か。また、他の料金等についてはどのよ

うな予定になっているのか。

コンビニエンスストアでの収納は、この事
務を代行する業者と委託契約をして進める。
この代行業者と提携しているところであれ
ば全国どこからでも納めることができる。
他の料金等のコンビニ収納については、水
道関係は平成22年度中に、市税等は平成
23年度からを考えている。介護保険料な
どは、それ以降に検討することとなっている。 

緊急経済対策として、経済的に困窮した

方に対し、市営住宅等を提供するなどし

たが、その後の就職等、自立状況はどうか。

県西部地域の雇用情勢は大変厳しく、ア
ルバイト的な雇用はあるが、長期にわた
る雇用は少ない状況である。今回の補正
予算で実施する住宅手当は、半年間の期
限となっている。期間内に就職できるよう、
ハローワークとともに支援していきたい。 

１１月から自主運行バスの新ダイヤでの

運行が始まったが、実証期間の中で運

行ルートを変更する場合、予算の範囲

内で賄うことができるのか。

総務文教委員会総務文教委員会

平成21年度一般会計・特別会計の補正予算 
などの議案を各常任委員会で審査しました。 

金額が変わるような大きなルート変更は考
えていない。利便性の確保、危険回避をする
ための変更は可能な限り対応していきたい。 

（財）日本容器包装リサイクル協会から

の再商品化合理化拠出金とは、どのよう

なものか。

（財）日本容器包装リサイクル協会は、全
国の自治体などから排出される容器包装
ごみやペットボトルを再資源化する業務な
どを行っている組織であり、企業や自治体
からの委託金により運営している。今回、
リサイクル処理に関わる事業費に余剰金
が生じたため、一定の品質基準を超えた自
治体に拠出金が支払われた。 

市内の特徴的な風景としての「農の風景」
を保全するため、郊外の主要幹線道路の
沿道地区において、規制区域を拡大したい
と考えている。また、特別規制地域におけ
る袋井市文化財保護条例や景観法の中で、
景観重要建造物や景観重要樹木などとの
関わりを持たせている。 

袋井市屋外広告物条例の制定について、

袋井市の独自色を出している部分があ

るのか。

民生福祉委員会民生福祉委員会

建設経済委員会建設経済委員会

生活保護世帯は、下記のとおり本年度に
なり急激に増加している。 

17年度末：  87世帯 123人  1.48‰ 
18年度末：  83世帯 116人  1.39‰ 
19年度末：  97世帯 130人  1.53‰ 
20年度末：102世帯 141人  1.65‰ 
21年度　：127世帯 180人  2.10‰ 
（10月末現在） 

※‰(パーミル)：1,000人当たり何人が生活保護を 
　受けているかを示している率。 

また、磐田市・掛川市との比較は、若干の
差はあるがほぼ同程度である。外国人世
帯の割合は、4月時点では104世帯中2
世帯であったが、10月末には127世帯
中12世帯となっている。 

　
全
国
で
自
治
基
本
条
例

制
定
の
動
き
が
あ
る
が

　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、の
考
え
方
は

　
農
用
地
除
外
・
転
用
の

権
限
委
譲
が
必
要

　
少
人
数
学
級
の
優
位
性
を

ど
う
考
え
る
か

　
市
長
公
約
の
実
現
状
況
と

そ
の
後
の
取
組
は

答
　
行
政
の
中
に
市
民
の
目
を
取

り
入
れ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
国

と
地
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。 

問
　
地
方
主
権
と
言
わ
れ
て
い

る
中
、除
外
・
転
用
の
権
限
委
譲

の
必
要
性
と
中
遠
地
域
で
の
除

外
審
議
の
組
織
化
の
必
要
性
は
。 

国民文化祭で行われたスポーツ文化シンポジウム

山名公民館周辺（袋井北部地域）

市政に対する一般質問

田
中 

克
周 

議
員

永
田 

勝
美 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

生活保護世帯の推移、他市との比較、

保護世帯全体に占める外国人世帯の割

合など、本市の置かれている状況はど

うか。

く ろ い ふ く ろ い ふ 



常任委員会レポート

来年度から、軽自動車税がコンビニエン

スストアでも納めることができるように

なるが、市外でも納めることができるの

か。また、他の料金等についてはどのよ

うな予定になっているのか。

コンビニエンスストアでの収納は、この事
務を代行する業者と委託契約をして進める。
この代行業者と提携しているところであれ
ば全国どこからでも納めることができる。
他の料金等のコンビニ収納については、水
道関係は平成22年度中に、市税等は平成
23年度からを考えている。介護保険料な
どは、それ以降に検討することとなっている。 

緊急経済対策として、経済的に困窮した

方に対し、市営住宅等を提供するなどし

たが、その後の就職等、自立状況はどうか。

県西部地域の雇用情勢は大変厳しく、ア
ルバイト的な雇用はあるが、長期にわた
る雇用は少ない状況である。今回の補正
予算で実施する住宅手当は、半年間の期
限となっている。期間内に就職できるよう、
ハローワークとともに支援していきたい。 

１１月から自主運行バスの新ダイヤでの

運行が始まったが、実証期間の中で運

行ルートを変更する場合、予算の範囲

内で賄うことができるのか。

総務文教委員会総務文教委員会

平成21年度一般会計・特別会計の補正予算 
などの議案を各常任委員会で審査しました。 

金額が変わるような大きなルート変更は考
えていない。利便性の確保、危険回避をする
ための変更は可能な限り対応していきたい。 

（財）日本容器包装リサイクル協会から

の再商品化合理化拠出金とは、どのよう

なものか。

（財）日本容器包装リサイクル協会は、全
国の自治体などから排出される容器包装
ごみやペットボトルを再資源化する業務な
どを行っている組織であり、企業や自治体
からの委託金により運営している。今回、
リサイクル処理に関わる事業費に余剰金
が生じたため、一定の品質基準を超えた自
治体に拠出金が支払われた。 

市内の特徴的な風景としての「農の風景」
を保全するため、郊外の主要幹線道路の
沿道地区において、規制区域を拡大したい
と考えている。また、特別規制地域におけ
る袋井市文化財保護条例や景観法の中で、
景観重要建造物や景観重要樹木などとの
関わりを持たせている。 

袋井市屋外広告物条例の制定について、

袋井市の独自色を出している部分があ

るのか。

民生福祉委員会民生福祉委員会

建設経済委員会建設経済委員会

生活保護世帯は、下記のとおり本年度に
なり急激に増加している。 

17年度末：  87世帯 123人  1.48‰ 
18年度末：  83世帯 116人  1.39‰ 
19年度末：  97世帯 130人  1.53‰ 
20年度末：102世帯 141人  1.65‰ 
21年度　：127世帯 180人  2.10‰ 
（10月末現在） 

※‰(パーミル)：1,000人当たり何人が生活保護を 
　受けているかを示している率。 

また、磐田市・掛川市との比較は、若干の
差はあるがほぼ同程度である。外国人世
帯の割合は、4月時点では104世帯中2
世帯であったが、10月末には127世帯
中12世帯となっている。 
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風
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舞
う
寒
さ
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年

に
次
ぐ
派
遣
村
、政
権
交

代
後
初
の
新
年
度
予
算

編
成
、こ
う
し
た
な
か
で

2
0
1
0
年
代
最
初
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
に
直
結
す
る

最
も
身
近
な
市
政
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
、

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議

員
・
議
会
の
役
割
や
責
任

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
思
い
が
伝

わ
る
よ
う
広
報
し
て
い

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

【場　所】
市役所5階議場または各委員会室

【時　間】
午前9時から

【日　程】＜2月定例会＞
2月23日（火） 開会、議案の説明

3月  2日（火） 市政に対する一般質問

3日（水） 市政に対する一般質問

4日（木） 市政に対する一般質問

8日（月） 議案の審査（常任委員会）

9日（火） 議案の審査（常任委員会）

10日（水） 議案の審査（常任委員会）

23日（火） 委員長報告～採決、閉会

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用し
　傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

2月定例会の予定は次のとおりです。

　遠州灘海岸周辺は、国、県では各種海岸事業に取り
組んでいるが、依然として海岸侵食が進み汀線が大
きく後退している。先の台風に伴う大波、高潮等によ
り防潮堤が一部崩壊するなど、極めて憂慮される事
態となっている。
　ついては、サンドバイパスシステムをはじめとした
養浜事業の推進、また、防潮堤のかさ上げ・強化など
の津波対策事業の推進を強く要望する。

●海岸の侵食対策並びに防潮堤津波対策の
　早期整備に関する意見書

　3歳ぐらいまでの子供にとって最も恐ろしい病気
の一つが、細菌性髄膜炎である。
　この予防に極めて有効なワクチンが、ヒブワクチン
である。我が国においては、ヒブワクチンが2007年
1月に承認されたが、任意接種のため1回7,000円
～8,000円、最大4回で3万円ほどの自己負担となり、
接種には高い壁となっている。
　よって、国におかれては、細菌性髄膜炎から子供を
守るため、ヒブワクチンの確保と速やかにヒブによる
細菌性髄膜炎を予防接種法の定期予防接種対象疾
患に位置づけるよう強く要望する。

●ヒブワクチンの早期定期予防接種化を
　求める意見書

　改正国籍法は、父母が婚姻していない場合におけ
る認知された子にも、届け出による日本国籍の取得
を可能にするために提出されたものである。
　しかし、違法に日本国籍が取得された場合、それに
伴い生じ得る犯罪行為及び不正行為によって、住民
の福祉の増進及び地方公共団体の健全な発達が妨
げられる恐れがある。
　よって、国においては、この改正の趣旨を踏まえ、
偽装認知の防止など厳格な制度運用に万全を期され
るよう要望するものである。

　以上、衆・参議院議長、内閣総理大臣、各担当大臣
あてに提出しました。

●改正国籍法に関する意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

2 月市 議 会 定 例 会

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

意 見 書（要 旨）

市議会の録画（中継）放送・会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページから 
このバナーをクリックして下さい。 

段差解消機 赤外線補聴器


